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（はじめに）脊髄髄膜瘤の予防を目的とした「妊娠可能年齢の女性

に対する葉酸摂取の推進について」勧告が厚生省から出されてから

５年が経過した。患者数の減少が期待されるが、まだそうした報告

はみられていない。旭川医科大学では平成１６年の１年間に６名の

脊髄髄膜瘤患者の出生・新生児搬送があり、ここ１０年間では最多

の入院数であった。われわれは患者数の増加が旭川・道北地区にお

ける一時的な現象なのかどうか疑問をもち、北海道における過去１

０年間での脊髄髄膜瘤の患者数の変化を調査した。あわせて自験例

中、胎児診断がなされていた４例についても報告する。 

（調査結果）北海道内の新生児入院病床を有する施設の小児科にア

ンケート調査を行い、２４施設からの回答が得られた。（回答率７

１％）過去１０年間における患者数の総計は８５名（男４０名、女

４５名）であった。平成１２年を境として前後５年間の患者数を比

較すると、前半３４名、後半５１名であった。 

（考察）勧告から５年が経過したが、北海道においては患者数減少

という形での効果はまだ見られない。勧告に対する認知度の低さに

よるものか、あるいは葉酸以外の要因が影響しているのか、更なる

検討が必要である。 
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